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高高等等学学校校  地地理理歴歴史史科科（（日日本本史史A））  学学習習指指導導案案  

指導者 久賀 隆之 

日日    時時  令和 4 年 11 月 26 日（土） 第 2 限 10：35～11：25  
場場    所所  第 1 社会科教室 
学学年年・・組組  高等学校Ⅱ年１群 35 人 
単単    元元  第二次世界大戦後の国際社会と日本（東京書籍） 
目目    標標  1. 占領政策と諸改革，日本国憲法の成立，平和条約と独立の回復，戦後の経済復

興，アジア諸国との関係，高度経済成長，社会・経済・情報の国際化などを基に，

我が国の再出発及びその後の政治・経済や対外関係，現代の政治や社会の枠組み，

国民生活の変容を理解する。（知識及び技能）。 

2. 第二次世界大戦前後の政治や社会の類似と相違，冷戦の影響，グローバル化の 
進展の影響，国民の生活や地域社会の変化などに着目して，戦前と戦後の国家・社

会の変容，戦後政治の展開，日本経済の発展，第二次世界大戦後の国際社会におけ

る我が国の役割について，事象の意味や意義，関係性などを多面的・多角的に考察

し，歴史に関わる諸事象の解釈や歴史の画期などを根拠を示して表現する。（思考

力，判断力，表現力等） 

3. 我が国の歴史の展開に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野に課題

を主体的に探究しようとする。（学びに向かう力，人間性等） 

 

指指導導計計画画（全 12 時間） 
第一次 現代史のなかから各自で問いを表現する       1 時間 
第二次 他者が表現した問いを関連付け，共有する      2 時間（本時 1/2） 
第三次 現代史について講義形式の授業を行う        8 時間 
第四次 学習の振り返りを行う               1 時間 

 

授授業業ににつついいてて 

新科目「日本史探究」を想定し，歴史的な見方・考え方を用いて「問いを表現」することによっ

て，またそれらの問いを他者と「共有」することによって，主体的な学びを醸成する授業をめざし

ている。「探究 inquiry」とは，問いを表現し，その問いの答えに到達する（到達しようとする）営

為と言い換えられるだろう。現在この「探究」の後が注目されている主な理由として，生徒が自ら

問いを表現することによって主体的な学びを喚起させることが挙げられる。そして，本時の授業

では他者の問いを「共有」するという段階も経る。これによって，他者の問いにも興味をもち，主

体的な学びに対置されがちな講義形式の授業も主体的な学びの場に近付けられるのではないかと

考えている。 

本時は，第二次の「問いを関連付ける」場面である。第一次にあたる前時の授業では生徒が各自

で教科書における現代史の範囲を読み，問いを表現している。各自が表現した問いを授業者が集

約し，本時のはじめにその集約したものを配布する。そしてグループで相談しながら，それらの問

いの関連性を考え，用紙に配置する。このような学習活動を行う意図は主に次の 3 点である。①

他者の表現した問いを関連付けることによって第三次で行う講義形式の授業における主体性を喚

起すること，②問いと問いを関連付ける際に歴史的な見方・考え方を活用すること，③他者の表現

した問いを分析することによって問いを表現する際に有用な方法知を探すこと，である。 

このように，「問いを表現し，共有する―『探す』―」と「他者の問いや講義形式の授業から『学

ぶ』」を行き来することによって，主体的な学びを醸成することを企図している。 
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題題    目目  「問いの表現・共有により主体的な学びを醸成する」日本史授業の展開 
 

本本時時のの目目標標 
 1. 現代史の歴史事象を，推移・比較・因果関係・影響などの歴史的な見方・考え方から理解で

きる。                               （知識及び技能） 
2. 他者の表現した問いをそれぞれ関連付けるとともに，その関連性を説明することができる。

また，他者の表現した問いのなかから各自が興味を持ったものを取り上げ，そこから問いを表

現する際に有用な方法知を学ぶ。               （思考力，判断力，表現力） 
 

本本時時のの評評価価規規準準（観点／方法） 
 1. 現代史の歴史事象を，推移・比較・因果関係・影響などの歴史的な見方・考え方から理解し

ている。               （知識及び技能／ワークシート，定期テスト（後日）） 
2. 他者の表現した問いをそれぞれ関連付けるとともに，その関連性を説明することができる。

また，他者の表現した問いのなかから各自が興味を持ったものを取り上げ，そこから問いを表

現する際に有用な方法知を学んでいる。 
（思考力，判断力，表現力等／ワークシート，定期テスト（後日）） 

 

本本時時のの学学習習指指導導過過程程 

学習内容 学習活動 指導上の留意点 

○大まかに問いの配置の

構想を立てる。（グループ） 

 

 

○問いの配置をする。 

（グループ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○他者の問いから学んだ

ことを記す。（個人） 

○配付した白紙の用紙に，それぞ

れの生徒が表現した問いを，グル

ープで配置する。 

 

○問いを配置しながら，他の生徒

の表現した「問い」がその他の「問

い」とどのように関連付いているの

かを考える。問いと問いに関連があ

る場合，線などを引きその線の意

味を記入する。 

 

 

 

 

 

 

○配置が終わったら，表の作成の

際に触れた他者の問いの中から，

最も刺激を受けた問いを選び，各

自でワークシートに記入する。 

 

 

 

 

○全体指導や机間指導において，

配置している問いの位置を変えてみ

ることで，他の問いとの関連性がみ

えるかもしれない，などの支援を行

う。 

○机間指導において，問いと問い

の間に線が引かれていたり，その線

の意味が書かれたりしているかを確

認し，書かれていなければどのよう

に関連付くのかを問いかける。ま

た，それらについて相談させる。 

 

 

備考 

 

見通す 

話しあう 

試行錯誤する 
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